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日本語初級六年生児童のための読み教材作りの試み
島田かおる（啓明学園初等学校国際学級）

１．　はじめに
1.1　経緯と現状

現在、本学級には、両親を日本人とする児童、片親が外国人児童とが在籍する。どの子どもたちも日本語以外の言語で学習し、日本あるいは日本の学校に移ってきた児童だ。日本語のレベルはまちまちで、漢字学習だけが遅れている児童もいれば、日本語会話力のゼロに近い状態で編入してくる児童もいる。日本語・国語学習では、日本語会話の出来る状態の児童は教科書からの読み教材を、日本語会話力ゼロに近い子どもは、日本語教材で学習を開始した後、3ヶ月ほどしてから国語教科書教材に移行するという学習過程をとってきた。その場合、日本語能力に合わせると学年より下の教科書教材を使わざるを得ず、説明文など知識の獲得できる内容のものを使うように心がけるものの、高学年となれば、実年齢にあった興味のもてる教材を与えることは難しい。また、読み物教材は、日本語力のある程度ある児童は教科書会社が出している副教材の小冊子を週末の宿題などとして出すことはあるが、日本語初級程度の児童が楽しめる読み教材は皆無に等しく、この段階の子どもたちが読むことの楽しさを味わわせる機会は極めて少ない。そこで、『多読』に至る前段階として、他言語で読む喜びを味わわせることのできる読み教材作りを試みた。

1.2　高学年用読み教材を作るわけ

ここ数年の観察により、編入して半年ほどたち、なお日本語力の弱い６年児童は、ほぼ決まって一学期中旬の5月下旬から6月上旬に行き詰まりを見せることに気がついた。ゴールデンウィークも終わり、6年生としての本格的な活動に入る時、自分の日本語力と周囲の知的活動の差に大きなギャップを感じるからではないかと思う。日本語ゼロ編入で半年たった6年男児Ｙも、クラスでの活動に関する担当教師の質問に、うつむきながら‘知らない、わからない’を連発した。このころ、易しい国語教科書教材（理科説明文）の学習に入り、課題をこなしてはいたが、内容は既知の事柄でさほどの感動はないように見えた。そこで、この年齢の学習者に知的獲得のない時間を与えないために、本人の興味ある質問を元に読み取り教材作りを始めた。

２．　教材の作成

2.1　教材の種類

①　既成教材　　　　　　　　　　　　　　　

　　　・国語教科書生教材

　　　・国語教科書書き換え教材　　　　　　　　教材例・リライト教材

　　　・日英バイリンガル読み物　　　　　　　　　　　　Ashley

②　自作（書き換え）教材の元になるもの　　

　　　いずれも、歴史、日本・世界の文化、理科（生き物）などを扱うものを使用。　　　　

　　　・他学年の国語教科書　　　　　　　　　　　教材例・方言と共通語

・理科のなどの子ども用読み物　　　　　　　　　　　アンモナイト　　

　　　・成人用日本語教材　　　　　　　　　　　　　　　　日本の文字　　　　　　　　　　　　

　　　・当該学年の国語教科書教材　　　　　　　　　　　　ヤドカリとイソギンチャク

③　調べ教材の元になるもの　　　　　　　　

・話し合い活動のための成人用日本語教材　　　　　　日本・世界の山と川

　　

2.2　読み教材作りの方針

・　日本語レベルに無理がない。

・　学習者の知的興味・疑問に応える題材であること。

・　新しい知識を発見する喜びを感じさせる内容であること。

・　新しい文型学習と切り離した教材にする。

・ 
母語での読書の継続を勧める。

2.3　書き換え教材をどのように作るか。

　　　・日本語初級レベル（中～後期）にする　　

複文を短文にする。

名詞句を複数の短文に分ける。

補助動詞の省略

語彙のレベルを下げる。

未学習の漢字にルビをふる。

　　　・絵を入れる（できればカラーに）

・外からの情報を内面化する作業を取り入れる。

　　　絵や図への書き換え

　　　　　　　自分の経験に置き換える・比較する

　　　　　　　話し合い活動につなげる

　　　　　　　調べ学習につなげる

　　　

３．　構成と学習過程
3.1　構成　

①　本文（三つぐらいに区切る）　新しい漢字の読み方の欄をつける

2 読み取り問題（本文の一区切りごとに、１ページの問題をつける。）

3 自己に繋げるためにタスク

4 新しい言葉・文型をつかった文作り練習

⑤　感想を短く書く

　　

3.2　学習過程

　一つの教材学習は一週間から10日間とする。

1 本文を読んでみる。

部分ごとに読ませ、はじめから全本文を読ませない。

新しい漢字は、読み方欄を見させる。

2 新しい言葉の意味を知る。

辞書・電子辞書で調べさせる。教師が説明する場合もある。

3 読み取りをする

①②をもとに学習者が自主的に読み取りを進め、教師はわかりにくい部分の助けをする。

4 読み取り問題

　　　　　・絵や図を使って図式化させる作業を必ず取り入れ。文章からの情報を視覚的に具体化させる。色塗りなども役立つ。

・理科・社会に関連した項目を含む。

・自分の経験、環境に関係する質問を取り入れる。

5 感想・疑問を短くまとめる。　　

6 新しいことば・文型を使う練習をする。

少しだけにとどめる。

４．　教材作成例

　　　読み取り問題例　「方言と共通語（書き換え）」
　　　　　省略

５．　まとめ

　学童期の子どもたちは基礎的な知識においても精神的にも発達段階にある。その子どもを取り巻く言語がその子どものわかることばであろうとなかろうと、その子どもはその日一日、学習や生活の中で何らかの知的・精神的獲得をするはずである。それゆえ、今わかる言語で、特に低学年では精神的な成長を、高学年では知的獲得を与える重要性を感じる。それが、その『人』を育てると感じる。そのため、学童期に新しい生活・学習言語の指導にあたる者の役割は大きいと思う。

書き換え教材学習の開始直後、はじめに挙げた学習者児童の様子が変わった。読み取りの段階で何度も驚きの声をあげると共に、自身の日本語学習に大変前向きな姿を見せるようになった。『わかること』の喜びが、学習者の内面を浄化したのだろう。高学年児童への日本語指導の過程で「日本語」だけに焦点を置くのではなく、知的刺激を与える喜びを感じさせることによって、学習者の内面とその子ども自身を育てる作業をしていると常に感じる。「教材」に代わる「学習材」ということばが、それを的確に表していると思う。もちろんそのために新しい語彙や・文型という構造の強化が必要でありこの両面を延ばしてあげなければならない。そしてさらに、周りの友人たちと共通の話題に入らせる手助けが必要となる。そのために、学習活動の中に、「読み物」を材料とした少人数での話し合いの場を持つことも重要である。

学習者の子どもが新しい発見をするとき、自然と次の疑問を投げかけてくる。その疑問をすばやくキャッチし、語彙や文型のレベルを少ずつ上げることを念頭に入れながら、先への教材作成へのヒントにしていく。そのような作業が、日本語での「多読」への興味につながっていくと強く感じる。　　

６．　今後の課題

　このようなオーダーメイドによる教材作成は個々人のためであり、これを次のケースに使うことが出来るかはわからない。また、書き換えの場合、多くの教材は著作権の問題がかかわり、一般化に難しさがある。これらのことを考慮し、準備された教材としてより一般化し多用できる教材とする工夫が出来ればと思う。

＜参考文献＞

光元聰江・岡本淑明（2006）『外国人児童・生徒を教えるためのリライト教材』ふくろう出版　
教科書(2004)『わたしたちの小学国語5年上』日本書籍
Japan Missionary Language Institute (1993)『JAPANESE BY THE TOTAL METHOD Part Four』
福岡日本語センター(2002)『ふつうの日本が見えてくる』スリーエーネットワーク
月刊たくさんのふしぎ208　(2002)　石の中のうずまき　福音館書店
アシュリー・へギ（2006）『アシュリー』フジテレビ出版　　
光元聰江・岡本淑明（2006）『ひとりでよめるはじめての名作』　双葉社　
読み物　http://www.nihongo-yomu.jp/　日本語多読研究会　
バトラー後藤裕子（2003）『多言語社会の言語文化教育』　くろしお出版
中学・高校の日本語コースにおける読み教材
                 　   　　　加藤真一（啓明学園中学校高等学校　国際教育センター）
1． 　はじめに

　「日本語コース」に在籍するのは、日本語が第一言語でない生徒である。両親とも日本人の帰国生、両親とも外国人の外国籍生、日本人と外国人の親を持つ生徒、国内のインターナショナルスクールや民族学校から日本の教育システムへの乗り換えのために移って来る生徒たちである。対象となる生徒一人ひとりの背景は、このように実に多種多様である。まずはその生徒たちのあるがままを受け入れることから始まる。
  親の仕事や婚姻、子どものことを思っての考え（子ども自身にはどう受けとめられているかは別として）により、自分の意志とは関係なしに、生徒は日本であるいは日本語での学習を余儀なくされている。帰国生の場合でも、親にとって日本は祖国であっても、子どもにとっては異国ということもある。ましてや外国籍の生徒にとっては、日本は理解しがたいことの多い国である。子ども自身は慣れ親しんだ日本以外の国で、日本語以外の言語で学習を継続したいと思っても、自らの意志を貫き通すことはできない。中には親に自分の人生を翻弄されたと、被害者意識を持ち、頑なに心を閉ざす者もいる。そんな生徒たちに日本語で学習することの意味づけをし、学習に向かわせることが最も難しい問題である。事実、日本の生活や学校生活への不適応を起こす生徒が少数ながらも存在する。学校で仲間と一緒に学習する機会を失っている生徒がいる。
2． 　学習の動機づけ

　ではどのようにして生徒たちに学習に向かわせたらよいのか。まずは生徒に嫌々でも、仕方なくでも、学習に向かわせるための仕掛けが必要である。その突破口となるのが教材選びである。「読んでみようか」「やってみようか」と思わせるような、興味・関心を持てるような題材を選び教材を作成していく。可能な限り、各人のニーズにあった教材を用意することが学習の動機づけの第一歩となる。それはちょうどファミリーレストランのメニューに例えられる。和食・洋食・中華・デザートと言ったように、バラエティーに富み、ボリュームの大小、カロリーの多少など、食する者が自分の好みで選べるように、学習する内容もその時々の学習者の状況によって自分で選択できることが大切であると考える。嫌いなものを無理に食しても、身にならないのと同様、嫌なものを無理に学習させても力にはならないからである。
　食の趣味も一生変わらないわけではなく、年齢と共に変わるのと同様、学習についても同じこと、同じものをいつまでも好み、嫌うというわけではない。それらは一時的なもので、学習する必要のあることはいずれ生徒自身が気づき、一通りの学習をすることになる。従って、デザインされたカリキュラムに沿って計画的に学習を進めていくということにこだわるよりも、日本語での学習に何らかの抵抗を感じている生徒に対して、どのようにしてそのような気持ちを軽減させていくかを考えることの方が重要なポイントとなる。
　教材を作成するというと、教師は生徒にその教材を通じていろいろとあれもこれも教え込もうとする。しかし、ここで肝心なのは、この教材で生徒に何かを教え込むという考えを持たないことである。生徒がその文章（教材）に何かしら感じるものがあればそれだけでよしというスタンスである。「教材」ということばを無意識のうちに慣用的に使用しているが、むしろ「学習材」と呼ぶ方が適切であろう。
　
3． 　読解教材

　日本語コースの目標とするところは、「自分のことばで考え、自分のことばで表現する」ことである。人間はことばによって思考する。思考が語彙の範囲で行われると考えるならば、語彙を増やし、ことばを育てることが思考力を高めることにも繋がる。さまざまな内容の文章を読むことによって、語彙を増やし、自分自身で、自分の持てることばで考える機会を与える。それによって考える力を育むことができると考える。
　そのためには、生徒一人ひとりの特徴をよく理解し、生徒の興味や関心を尊重した、個にあった教材を可能な限り提供することが重要であると考える。既成の教材にいかに生徒を合わせるかということではなく、生徒に合った教材をいかに提供するか、多様な内容と柔軟な選択が保障された教材をいかに提供するか、それこそが教員に求められていることではないだろうか。
　どのような題材を選び教材を作成するか、その教材に基づきどのように学習するかを具体的に述べたい。

3.1　題材選び
　生徒にどのような内容の文章を与えるか、題材の選び方が最も重要な鍵となる。内容的に取り組みやすいのは、①その生徒自身が体験したこと、経験したことに関連するもの、②その生徒が強く興味・関心を持っているもの、つまり自分自身の中にある知識と繋げやすいものである。また、内容と同時に、量的な取り組みやすさということも考慮すべき点である。最初は文章の比較的短いもの、語彙の易しいもの、一文が短いもの、文章構成が簡単なものが良い。
　①については、その生徒の母国や、生活してきた国について書かれたものなどである。約３０の国や地域についての題材を選んだ。②については、例えば女子ならばダイエットや化粧など、男子ならば自然科学に関することなどである。また、個人の趣向に合わせて題材を選ぶこともある。
　不特定多数を対象とする教材を作成するのと違い、個々の顔が見えて教材を作成することの一番の意義は、そこに作成者のメッセージを間接的に送ることができるということである。例えば、次ページリストの中にある「お化粧で骨折する」は化粧のことでさんざん担任から注意されていた高校生のＹ子に向けて、「若いうちから化粧してると骨粗鬆症になるからやめなさい」という思いを込めて作成したものである。
　また、各国事情を扱った題材が多いのは、グループで学習していた時に、生徒の出身国についての内容を取り扱い、その生徒に自国について語らせるという機会を設けるために、生徒の出身国についての教材を意識的に集めたからである。ホームルームや、一般クラスの授業ではどうしても周辺的な存在に追いやられてしまう国際生に活躍の場、スポットの当たる時を提供するためである。生徒は他の生徒からの質問に答えたり、文章に書かれていること以外のエピソードなども披露し、双方向のやりとりの中で、自信を深めていくことになる。そして何よりも重要なのが、生徒の中にある自文化中心主義、自分の価値観だけを唯一絶対のものとするのではなく、それぞれの文化や価値観には自文化同様の意味や価値がある、ということに自ずと気づいていくことである。
　多くの国際生は「自分が生まれた、自分が住んでいた○○は良かった。それに引き換え日本は･････」といったように、固定した自分の枠組みの規準で、日本を見て、否定的なイメージを引きずっていることが多い。そうではなく、どの文化、言語にも同等の価値があるということに気づけば、日本文化・日本語の否定から受容へと向かわせることが可能なのではないかという思いがある。
（日本語読解教材リストの一例）
	
	　タ　イ　ト　ル
	 分類等
	　国・地域
	　　　　内　容　ダ　イ　ジ　ェ　ス　ト

	1
	愛する姪へ
	人間愛
	
	叔母から姪へのメッセージ

	2
	青色でダイエット
	自然科学
	
	青色のもとでは食欲が抑制される

	3
	アフリカの近藤氏
	各国事情
	アフリカ
	スワヒリ語には日本語と発音の似た言葉が多い

	4
	アメリカの算数
	各国事情
	アメリカ
	アメリカの算数の答えは一つではない

	5
	ある宗教騒動
	各国事情
	インドネシア
	イスラム教徒にとって宗教を持たない日本人は・

	6
	安息エレベーター
	各国事情
	イスラエル
	安息日にエレベーターのボタンさえ押さない

	7
	偉大な道楽
	自然科学
	
	メンデルの法則はどのようにしてうまれたか

	8
	一日四食の時代
	自然科学
	
	これからは一日四食摂る時代になるかも

	9
	犬の落とし物
	各国事情
	イギリス
	犬の糞を放置するとイギリスでは高額の罰金が・

	10
	犬の長顔猫の丸顔
	自然科学
	
	犬の顔が長く、猫の顔が丸いわけは・・・・

	11
	イノシシ
	自然科学
	
	イノシシの子育ては厳しい

	12
	インドの救急車
	各国事情
	インド
	インドには独特の交通ルールがある

	13
	嘘
	各国事情
	イギリス
	嘘にはいい嘘と悪い嘘がある

	14
	美しき空席
	人間愛
	
	亡妻の為毎年結婚記念日にレストランを予約する

	15
	産めよふやせよ
	自然科学
	
	コアジサシの生態について

	16
	浦島太郎の謎
	自然科学
	
	青色の体感時間の不思議

	17
	運動会
	人間愛
	
	自分の順位を省みず友だちのことを思った息子

	18
	大火事小火事
	各国事情
	オーストラリア
	ｱﾎﾟﾘｼﾞﾆは小さな火事を起こし自然を守った

	19
	大きな１０円玉
	人間愛
	
	知恵遅れの少女にとって電話のできるお金が高価

	20
	お化粧で骨折する
	人文科学
	
	UVケアがカルシウム形成を阻害する


3.2　教材の構成
　教材の構成は、(1)本文、(2)ふりがなつき本文、(3)漢字の読み方プリント、
 (4)作業プリント、(5)テスト、から成るのが基本である。
 (4)の作業プリントは、ａ)ことばの意味調べ、ｂ)指定語による短文作り、ｃ)本文の内容読解問題、ｄ)作文から成る。
　時間割の作成上、個別学習を原則としているので、一人で学習ができるよう、漢字には総てふりがなをつけてある。文章中の数行前に出てきた同じ漢字の読み方を繰り返し何度も質問することが生徒によっては往々にしてあるからである。ことばの意味調べは、知識として押さえて欲しいことば、今まで触れたことのなかった新出語の意味を調べ、新たなことばを獲得することを目標とする。短文作りでは、特に慣用句などを取り上げ、ことばの運用能力を高めるように努める。
　内容読解問題は　①書かれてあることを正確に読み取ることができるかを確認する部分、②自分で考える部分、の二つのパートから成る。また、作文は本文の内容に添った形の発題をし、自分自身の問題として考えられるようにする。
　テストは基本的には作業したことの定着度を確認するものである。努力したことが結果として報われることが重要であると考える。よほど理屈に合わない限り間違いとはしない。構成と割合は概ね次の通りである。漢字の読み方(20%)、ことばの意味(10%)、短文作り(10%)、内容読解(50%)、作文(10%)
文字認識に問題のある生徒には、漢字の読みをなくして、その分を内容読解に充てたりもする。内容がとれない生徒には、漢字の割合を増やしたりなど、個別に対応する。点数を取らせることによって、生徒に学習に対する自信を持たせることができるからである。
3.3　学習の流れ
　学習の流れは、1)文章を読む（黙読ないし音読）、2)漢字の読み方を確認する、3)わからないことばの意味調べをする、4)指定語による短文作りをする、5)内容に関する質問に答える、6)内容に関連した題で作文を書く、というのが基本的なものである。ここまでの学習を終えたところで、最終的なノートチェックを受ける。その後に、7)テストとなる。
１) 黙読・音読　
　最初は黙読させる。音読をすることに心理的な抵抗のない者には音読をさせる。教師や周囲の生徒に聞かれるのを嫌がる生徒には無理には音読はさせない。音読を嫌がるのは自信のなさの表れと考えられる。学習に慣れ、読むことに自信が持てない状況を脱すれば、いずれ音読できるようになるので無理強いはしない。音読できても、目から入った文字の視覚情報を音声に変換し出力しているだけであって、読んで内容を理解しているわけではない。
２）漢字
　漢字は読めるようになることを基本とし、書けるようになることまでは求めない。
最初は文脈から類推するのも構わないが、文脈から切り離された形でも読めるようになることを目標にしている。書けなくても同音異義語が適切に選択できればよい。
　漢字に興味を持つようになって来た生徒には漢字検定試験の受検を勧める。検定対策テキストで学習すると、筆順や部首などこれまで意識したことのないことも意識させられる。すると、筆順を意識して漢字練習をするようになる。また、部首にも関心を示すようになる。
３）意味調べ　
  辞書を使って意味調べをさせる。紙の辞書を使って意味調べをさせても良いが、生徒によっては気が遠くなるほど時間がかかる場合もあるので、電子辞書を使うことを推奨している。黙読ないしは音読で数回文章を読んでいても、複数意味が出てくる単語について、どの意味が最も適切であるかが選べない。文脈に沿って適切なことばを一人で選べるようになるにはしばらく時間がかかる。生徒だけに作業を進めさせると、１時間（５０分）の授業で調べられた意味が２つ、３つというようなことになる。できる限り付きっきりで側にいなければならない。
４）短文作り
　ことばの意味を理解した上で、実際の運用能力を高めるために短文作りをさせる。生徒にとっては最も難しい作業である。要領のいい生徒は辞書の用例や本文に出てきた文の単語をいくつか入れ替えてアレンジし、完璧な文を作る。しかし、次の授業の時には再生できない。何度も繰り返す中で、使えるようになるのを待つしかない。実直な生徒は、自分なりの理解で何とか自分らしい文を表出しようとするが、とても難しい。
５）内容読解　
　一つひとつの単語の意味が分かっても、それがまとまってどんな内容を表しているかが分からない生徒もいる。そのような生徒は解答を導き出すためにいくつかのステップを踏むことになる。
　①問いに関する内容がどこに書かれているか分からない。
文章の流れに沿って、答えが簡単に導き出せるように考え抜いた発問であっても、何を、どこを、どう答えていいか分からない。そのような場合はまず、発問の意図することは何かを考えさせる。次に関連する部分を範囲指定し、その部分をじっくり読ませる。内容の理解が難しいようであれば理解の手助けとなるようなことばを少しずつ添え、説明を加える。初めから全てを教師から与えるのではなく、生徒が自分で考えるという余地を残しておく。生徒はすぐに正解を求めたがるが、自分で判断したり、選択したりする機会を奪わないようにすることが肝要である。
　②範囲指定された中から、答えと覚しき部分を抜き書きする。
最初は答えに関する部分を端的に抜き出すことはできない。どうしても長々とした抜き書き文になる。その中からエッセンスは何かを考えさせ、的確な抜き書き箇所を見つけ出せるようにする。生徒自身に取捨選択させるということが大切である。ここまで自力でできるようになると、生徒自身である程度学習が進められるようになる。
　③自分で考え、自分のことばで簡潔にまとめて表現する。
②の段階に到達し、的確に抜き書きできるようになっても、③に到達するのはなかなか難しい。しかし、これこそが学習の到達目標としているところである。根気強く、気長につきあっていくと、ある時突然ピントが合い始めるようになる。そうなるとものすごい勢いで学習が進められるようになる。
６）作文　
　字数や、形式、内容にこだわらず、生徒自身の内面から出てきたものを大切にする。初めは１００字でも２００字でも何字でも構わない。作文の書けない生徒は、自分の思いがきちんと言語化できないだけである。言語化できるようになれば字数はいくらでも増えていく。重視すべきは中身である。生徒にとって身近な発題でも、自身の体験を踏まえ、それと照らし合わせれば書けるような発題であっても、書けない生徒は書けない。そんな生徒とは対話を通して作業を進めていく。教師から簡単な問いかけをし、生徒の口から出たことばを拾い、メモを取る。それを内容のまとまりごとに輪取り（グルーピング）する。その輪取りされたものに番号を付ける。生徒は番号順に輪取りされたグループの中の単語を一つひとつ拾いながら文にしていく。輪取りと順番により作文の構成はできあがっているので、その文が積み重なれば内容のまとまった一つの文章になっていく。
　ここでは内容のおもしろさを褒めたり、書こうとする意欲を褒めることが先決で、できあがった作文の完成度は二の次である。学習の基礎は、やろうとする意欲、そして少しずつ進歩に結びつける手順だからである。この作文はあくまでも読解の延長なので、本格的な作文指導は、新聞を使った教材に入ってからになる。
７）テスト
「やればできる」ということばを我々教員は無意識のうちに生徒たちに使っている。生徒をやる気にさせるのは何か。やろうと思う、実際にやってみる動機となるのは何か。それは「やったらできた」という生徒自身の成功体験に他ならない。
「できる」「できない」と生徒たちに感じさせるものは何か。それはテストの点数である。何点なら「できる」という実感を持てるのか。概ね「８０点以上」というのが、多くの生徒から寄せられた回答である。ならば、少なくとも８０点は取れるような問題を作成する。他との比較ではなく、その生徒自身の努力が点数という成果に表れるような形で問題を作成する。
「やればできる」ということばは他者が言うことばではなく、信念として、内発的な動機づけのことばとして、生徒自身が持つべきものであると考える。
4． 　書くこと（作文）に主眼をおいた読み教材

　作文を書くことで「表現」することを習慣化することも大切なことである。それは「考える」ということを習慣化させることでもあるからだ。作文を書くことに主眼をおいた読み教材について触れてみる。
4.1　題材選び
１）新聞の投書
　朝日新聞の読者の投書欄「声」に掲載されたものを題材として取り上げた。投書には字数の規定があり、文章全体が短く、タイトルに内容が端的に表されている。コンパクトに筆者の主張がまとめられているので、テーマが理解しやすいという利点がある。数多くの投書の中からどれを教材化するか、いくつかのポイントをあげる。
　①生徒自身が共感を持って読め、発信しやすそうなもの。
　②同世代の投稿したもの。同じ世代の人がどのような問題意識を持っているか、どの程度の文章表現力を持っているかを確認し、自分自身の現在の問題意識、文章力と比較する。
　③ついつい題名につられて読みたくなってしまうようなもの。
  （投書教材リストの一例）
	
	　タ　イ　ト　ル
	  投稿者
	年齢
	　内　容　ダ　イ　ジ　ェ　ス　ト

	1
	僕のレッテル障害者いじめ
	中学生
	14
	障害者に対する接し方はどうあるべきか

	2
	大人見つめるコスプレの私
	中学生
	15
	コスプレという異文化を理解できずにどうする

	3
	日本に帰国し校則に驚いた
	高校生
	16
	アメリカから帰国し日本の校則の多さに驚いた

	4
	ランドセルもなぜ定番の物
	高校生
	16
	いじめられないように黒や赤のランドセルが人気

	5
	なぜ学校なの理解されぬ子
	高校生
	16
	学校は行くべき所と言う思いが子供を苦しめる

	6
	帰国生にもさまざまな姿
	高校生
	17
	何も帰国生は英語圏に限らない

	7
	前進願う心に言葉のやいば
	高校生
	17
	石原都知事の三国人発言について

	8
	家族ってなに悩み続ける私
	高校生
	17
	家族とは何か

	9
	やめて下さいたん吐き捨て
	高校生
	18
	公共の場でのマナーを皆で守ろう

	10
	社会の狭さが障害者生む
	高校生
	18
	社会の狭さが障害者を作り出している

	11
	温かさ忘れず私の福祉の道
	高校生
	18
	福祉の道において温かさを忘れない

	12
	最期の日まで学び続けた友
	学生
	18
	１８歳でこの世を去った友人は最期まで・・

	13
	お父さんたち家事をしてね
	高校生
	18
	世の中のお父さん家事を積極的にしましょう

	14
	ルールの価値守るだけなの
	高校生
	18
	ルールの持つ役割って何だろう

	15
	レール敷かれ走る行き先は
	大学生
	20
	子供の将来は子供自身が選択すべき

	16
	年輪を刻んで光る祖母の手
	大学生
	20
	祖母のしわだらけの手は苦労を物語っている

	17
	愛してるの？母に聞いた時
	大学生
	20
	共働きの両親に愛してるのと聞いてしまった

	18
	仲間外れ恐れ真冬でも素足
	大学生
	20
	寒い日でも皆と同じに素足のままの中高生

	19
	偏見はないと思い込んでた
	大学生
	21
	同性愛者に偏見はないと思い込んでいたが


	20
	心の中の差別私は見つめる
	大学生
	22
	ゲイである自分に対する差別は根強いが・・


２）社説　
　朝日・読売・産経・毎日・東京新聞等の社説を題材として取り上げた。インターネットのホームページから取ることができ、教材が作りやすい。社説は文章の構成がしっかりしていて、主張が一貫しているというのも、読み手からするととても分かりやすい。また、使用されることばも他の読解教材に出てくるものとは質的に異なり、語彙を増やすのによい。
　教材として取り上げた社説は、社会問題、時事問題、人権問題等で政治的なものはあまり扱っていない。例えば、少子化、高齢化、ゆとり教育といった問題等である。まずは身近な自分自身の問題として考え、そこから広く社会へと目を向けていくようにする。自分自身の内側にだけ向けられていた視点を、徐々に外へも広げていくことができるようにすることを狙いとしている。
  （社説教材リストの一例）
	
	　　　　　タ　イ　ト　ル          
	掲載紙
	　内　容　ダ　イ　ジ　ェ　ス　ト

	1
	公共マナー「江戸しぐさ」に学びたい
	産経
	先人の知恵を現代に活用したい

	2
	鳥インフルエンザ　拡大で更に警戒が必要だ
	産経
	鳥インフルエンザの警戒を怠るな

	3
	国語教育　知にふたをする漢字制限
	産経
	漢字制限で言語習得能力を奪うな

	4
	死刑囚臓器　善意の提供増やす対策を
	産経
	死刑囚ではなく、善意の提供者を増やそう

	5
	小学校の英語必修　まず国語の基盤形成から
	産経
	英語よりも国語の授業時間を確保しよう

	6
	ぶれない指導　いけないことはいけない
	産経
	親が子どもの人生最初の教師である

	7
	言語力　やはり読書が大切だ
	朝日
	本を読み言葉が豊かになれば人生も楽しい

	8
	障害者支援　もっと働ける社会に
	朝日
	障害者も働き自立できる社会にしよう

	9
	陸上選手権　外国勢を締め出すな
	朝日
	陸上競技から外国人選手を締め出すな

	10
	国旗・国歌　ここまでやらずとも
	朝日
	国旗・国歌の都教委の処分は行き過ぎだ

	11
	エアガン規制　マニアにも周知させよ
	東京
	銃刀法改正案の周知徹底を図れ

	12
	子どもと携帯電話　保護者は是非をよく考えて
	読売
	便利だが様々な問題もある携帯電話

	13
	校内暴力　なぜ「キレる小学生」が増えるのか
	読売
	家庭での子どもの接し方に目を向けよう

	14
	医療制度改革　高齢者も経済力に応じた負担を
	読売
	経済格差に配慮した社会保障制度を

	15
	禁煙治療
	毎日
	喫煙による健康被害を防ごう


4.2　教材の構成
　教材の構成は、(1)本文、(2)ふりがなつき本文、(3)作業プリントから成る。
(3)の作業プリントは、ａ)注意する語句、ｂ)内容読解問題、c)作文から成り、意味や使い方に注意して欲しい語句をいくつか抜き出してある。また、内容読解問題は、書かれてあることを正確に読み取ることができるかを確認するものが中心で、自分で考えるものに関しては、作文のテーマとしている。
　作文はテーマに関連したことについて、複数の発題から一つを選択し、それについて書かせるようにしている。ここでも、自分自身の問題として引きつけて考えられるようにするのがポイントである。
4.3　学習の流れ
　学習の流れについては前述の読解教材と同様であるが、作文を書くことに主眼を置いているので、音読やことばの意味調べ、短文作りといった作業にはあまりこだわらず、さほど時間をかけない。内容読解も書かれてあることを確認するためのもので、文脈に沿って読み進めていけば簡単に答えられるようになっている。
　作文は細かなメモを作るようにし、聞き取りも丁寧に行う。生徒が書いたものに赤を入れ、添削する。添削した作文を一緒に読んで共有し、それから清書に入る。生徒が嫌がらなければ、清書した作文を掲示し、他の生徒あるいは教師の目に触れさせる。安定した肯定的な自己イメージを育む助けとなるような、何らかのフィードバックがあり、自信を深めて行くことにも繋がる。
5． 　まとめ

　啓明学園の国際学級では、子どもたちの個としての能力と適性、興味と関心を十分に尊重しながら、自己実現させることを教育の基本としている。その為には、多様な教育内容と柔軟な選択が保障されなければならない。従って日本語の授業においてもできるだけ多くの教材（学習材）の提供を試みるようにしてきた。教材を作成する上で特に配慮したのは、いつも何をすべきか指示され、自分で考えたり、判断したり、選択したりする機会を奪われないようにすること。自分自身の中に内的規準を育む機会を持てないということがないようにすることである。
　しかし、年少者の日本語教育を考えていく場合、日本語だけを取り立てて考えてみてもあまり意味はないと感じる。ことばの指導・支援はあくまでも子どもの成長の総合的な支援の一部であるということ。学校及び家庭での生活の安定、心の安定があって初めて学習に対する準備が整う気がする。子どもの成長の総合的な支援に共通して言えることは、子ども自身が成就経験から、自尊感情や自己肯定感を育むことが大切であるということである。
＜参考文献＞
東　洋(1979) 『子どもの能力と教育評価』　東京大学出版会
井上孝代編著(1997) 『留学生の発達援助　不適応の実態と対応』　多賀出版
小林一仁(1998)『バツをつけない漢字指導』　大修館書店
武田　忠(1998) 『学ぶ力をうばう教育　考えない学生がなぜ生まれるのか』新曜社
中学・高校の帰国生コースにおける読み教材
　　　　　　　　　　　　　　　山下一枝（啓明学園中学校高等学校 国際教育センター）
１．　「帰国生コース」
1.1　学ぶ生徒の日本語力

国際学級・帰国生コースの日本語・国語取り出し授業では、ひらがな・カタカナが書け、漢字が２００～４００字程度書ける生徒が個別学習で勉強をしている。助詞の間違いがあまりない生徒が多い。

1.2学ぶ生徒の背景

「帰国生コース」としてはいるが、この国際学級のスペースで学ぶ生徒は、さまざまな背景を持っている。まず直接編入した帰国生と、公立校などを経て転入した帰国生がいる。また、国内インターナショナル・スクールからの編入生や、外国籍の生徒がいる。さらに、日本語コースから帰国コースに移ってきた、さまざまな生徒がいる。

また、家庭言語が日本語ではない生徒や、日本語を含めた二カ国語である生徒も点在している。平均すると学年の１割の生徒がここで学んでいる。

（英語を始めとする外国語の特別授業を受けている生徒とともに、日本語コースの生徒とあわせ、「国際生」と総称している。）

２．　「個別学習」
2.1　個別学習の背景

　上記（1.2）で述べたように、生徒の学習経歴や言語環境が多様であること加え、編転入の時期が随時であるため、通常のクラスをつくっての学習指導はあまり意味をなさない。そのため、生徒自身が自分の力を伸ばしていけるようにカリキュラムをデザインする。つまり、生徒自身が学べる環境作りをすることが常時要求されている。一人ひとりの生徒の学習経歴や言語環境、つまりは生徒自身を受けとめ、与えられた力を伸ばす支援をしていく。その形が「個別学習」である。

2.2　時間割

国際生は二つの時間割を持っている。一つは、自分のホームルームの時間割。さらに、日本語・国語・英語などの外国語・数学・理科・社会科など、生徒によって何を特別学習しているのかは異なるのだが、個人の時間割を持っている。多くの日本語に支障がある場合は、実技教科などはホームルームクラスで受け、その他の科目は特別授業で学んでいる。

2.3　進度表

日本語・国語の個別学習をする上で、「進度表」という学習記録表を大切に考えている。学習の主体は生徒自身である、というあたりまえのことが、個別学習をする場では、より鮮明になる。

生徒は進度表に毎時間、学習状況を記入する。何を、どれぐらい学ぶのか、学んだのか。家庭学習はどうしたいのか。テストはどうするのか。やがて生徒は、目標設定と到達を意識するようになる。単元ごと、学期ごとに振り返りと自己評価をすることによって、学びはより確実なものになっていく。

また担当者は、毎時間、必要と思われることを記入する。学習を進めるときに必要な材料・テスト・アドバイス・励まし等々。つまり進度表は、学習記録表であり、自己評価表であり、成績表であり、生徒と担当者の信頼関係を築き上げるためのコミュニケーション手段の一つでもある。

３．　教材＝学習材

　教材は、生徒に知識を与えるものというより、国際学級で日本語・国語を学ぶ生徒にとっては、「学習材」である。文章・漢字・古典・作文（小論文）の分野で、いずれも個別学習ができる状態に作成、準備している。「文章」が今回のテーマである「読み教材」に当たるものと思われる。

3.1　文章

啓明学園中学校では三省堂「現代の国語」を、高校では大修館書店「国語総合」・「現代文１」を使っている。中学校１年から高校３年までの、一般クラスの生徒が取り組むこれらの教科書の中で、帰国コースの生徒が学習できる文章を選び、自習できる形の学習材（テストを含む）を作成し、準備している。

また、さまざまな書籍、新聞や雑誌などの文章の中で、生徒が興味を持つと思われる分野のものを選び、学習材を作成している。

3.2　文章学習材の位置づけ

帰国コースで学習をするとき、自分の日本語レベルに見合い、興味を持てる文章を読むことから始める。個別学習の方法がわかった段階で、自分の教科書の中の文章を一つは学習するように勧めている。それは、自分の位置づけ・自己確認を促す意味を持つからである。

　また、語彙を増やすためには、多岐に亘る分野の文章を学習するのが効果的である。ところで生徒は、一人ひとり異なった言語環境の中で生育し、発達段階も１２歳から１８歳まで。いわゆる日本語教材は、大人を対象にしているものが多く、使いにくいものが多い。さらに生徒一人ひとりの興味関心も個別的である。教科書は前述のように手助けの一つにはなるが、不十分である。そこで、いろいろな分野の本や雑誌から文章を選び、学習材を作成することを心がけている。

　高校生向きには、新聞の文章を学習材とすることも多い。とくに高校２～３年においては、進路に向けて「今を生きる」ことの意味を考えなければならないからである。

４．　学習材の作成
学習材の作成に当たって、個別学習が出来る形にすることを前提としている。そのために、以下の点に留意して作成している。

· 漢字にはルビを振る。

· 自分で意味が調べられるよう、キーワードを提示する。

· 発問は、メタ言語であることがはっきり確認できるように、わかりやすい表現にする。また、答えが機械的に文章から抜き出せるものと、自分の中にある言葉でまとめる、つまり思考を必要とするもの、を組み合わせる。

· 学んだことの自己確認にもつなげる意味で、学習した文章に関連した作文テーマを設定する。

· 学習達成感を持てるようなテストを作成する。

５．　学習支援者としての役割
　子供には自ら学び、自ら伸びていく力が備えられている。その力を発揮できるような環境をつくること、支援していくこと。それがこの学園で「教員」が果たすべき役割である。私は、そのような学習支援者として子供たちの傍らにいたい、と考えている。
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